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＜連絡事項＞

・5/15(火)中村　茂様（グループホームあおめ入居予定者）施設見学予定。時間未定。

生活訓練指導導入の為青山荘とデイケアを併用で利用予定としている。

・5/15(火)までにプログラムテキスト提出と入力するように。

・6/1(金)グループホームあおめ　中村　茂様(51)　グループホームあおば　杉本一茂様　入所予定

＜疾患別診療計画立案＞

巴　勇樹　様(33)　主病名：統合失調症　合併症：高尿酸血症・脂質代謝異常症　担当医：川端Dr
入院歴
①平成8.12月～平成10.9.5　みちのく記念病院（4回）

②平成10.9.5～平成15.10.7　みかわ神経科内科より紹介にて青南病院入院

③平成18.10.10～平成21.6.14　④平成22.12.9～平成23.4.17

治療歴

平成15.10.7～青山荘・デイケア通所

平成18.1月～デイケア・訪問看護1回/2週

青明舎登録しているが訪問は行なっていない

目標
長期：①病状安定する　②就労（うみねこ幸房利用）する

中期：①病状悪化に気付き、スタッフへ相談する。②マナー・規律を守る。整容面で清潔感を与えるようになる。③体重が増加している為、体重を減らす。

短期：①生活リズムを整える。対人交流をスムーズに行なう。

②煙草をもらわないなどマナーを学習する。整容面の確認を自ら出来るようになる。

③体重減少のための運動プログラムに参加する（月・水・金：エアロビ、火・木：エアロバイク）。

実施計画
①デイケアを利用する事によって生活リズムを整える。本人が理解しやすい言葉で面談を行い、不安や不調の確認を行なう。

②マナーを守れない時はその都度声掛けする。衣類の汚れや髭の確認を来所時に行なう。

③体重増加傾向にある為、毎日の体重測定と運動を促し、食事・間食の確認をする。

（現在の状況）

· 倦怠感、無為

· 父様と新聞配達の為早朝起床で日中の眠気ある

· マナーに問題あり（もらいタバコ）

· バス利用（冬場は父様の送迎）

· 衣類の汚れ、整容面で要指導

· 体重を気にするが運動は休みがち

· プログラムに参加せず見えない所で寝て休んでいる

· 本人の目標は「仕事をする」⇒ご家族は就労を望んでいない

　　　　　　　　　　　　　　　⇒本人のやる気を持たせる為に御家族が話を合わせてあげている。

· 対人関係を円滑に⇒嫌な事は嫌と伝える

· マナーの獲得

· 内服は「飲むと太る」と話す

· 生活に必要な事は単独で出来ない
検討結果

・中期：①病状悪化に気付き、スタッフへ相談する。⇒目標について、病状の変化を自覚できているのか病識についても確認する必要がある

＜利用者様情報＞

・鹿原　博夫様～5/11(金)夕食時、特定利用者（田中一様）を睨みつける様子みられており、すれ違う際に、相手に強く肩をぶつけることがある。お互いに睨み合うのみで、それ以上のトラブルには至っていない。その後は、本人は表情穏やかに過ごされており、会話時に冗談を話すなど笑顔みられている。

・淡路智恵子様～5月から昼食持参しているが菓子パンが多く、本日はアメリカンドッグ2本を持参している。採血検査で脂質が異常値の為、摂取内容へアドバイスしている。

・久保　清美様～5/9(水)職安で見つけた職場を見学に行かれる。見学する事を姉様に伝えていない為伝えるよう促すが心配をかけたくないとの事。主治医に仕事が出来るんですか？と聞かれ、「考え中です」と答えている。本人と面談を行い、姉様に現在の様子を伝えても良いかを確認し、就労で病状再発に繋がらないよう要観察していく。

・袴田　淑子様～青風荘より、土日の外泊中に軟便が2回程あったと情報を受けている。本日排便があったかと本人に確認すると、少し柔らかめの便が1回あったと話されている。

・種本　サハ様～昨日、就寝前薬の飲み忘れがあったことを報告されている。薬包を持参しており、確認している。昨晩は不眠なく、「いつも通り眠れました」と話されている。次回、外来受診時に担当医へ報告するよう伝えている。また、先週日赤病院受診し、義歯が完成したとのことで、本日装着し来所されている。

＜青明舎利用者様情報＞

・宮　陽子　様～青明舎が訪問前に連絡を入れるがつながらず、本人様宅を直接訪問したが、玄関が施錠されており呼びかけにも応答がない。訪問したが留守であったことと、連絡が欲しい旨のメモを郵便受けに入れる。メモを見て翌日火曜日連絡が入る。「昨日、青明舎の訪問日だったが、忙しく家に居なかった。毎日忙しくて、デイケアにも行っていないし、訪問看護も断っている。次回、青明舎の訪問日（6/4）も家に居られるかどうかわからないから、また、こちらから電話します」と電話あり。予定している訪問日以外でも、本人が都合の良い日時に訪問したい旨を伝えると「忙しくて、とても無理だ。朝早く来られても困るし、日中は家に居ないし、夕方も何時に帰れるかわからない」と話す。青南病院の受診は、定期的に行っているか確認すると、受診は行っていると答えるため、受診時、青南病院へ訪問に行きたいことを伝えると、本人了承されるが、特定スタッフの訪問を希望される。5/12(土)青南病院受診時に、病院へ訪問している。化粧をしているが、口調・表情は落ち着いている。内容についての詳細は話そうとしないが、忙しいため、日中は家を空けていることが多いと話している。兄に指導を受けたので、来週からはデイケア通所や訪看の利用を再開させたいと話している。

・下妻　康貴様～定期訪問実施。本人に仕事や生活の様子について伺う。職場では、水遣りや花摘みなどは覚えたので任されているが、お客様に質問された時などは自信がない。そのような時はスタッフを呼んできたりして対応しているし、相談できるスタッフが2～3人いるので今のところ不安はないとの事。生活面では、これまで週5回利用していたナイトケアを、4月から週2回（月・木）に変更してみてどうかを尋ねると、週5回の頃は「行かなければ」という気力が必要だったが、週2回になって自分の時間も作れるようになり、生活のバランスが良いと感じているとのこと。ただ、利用中に他利用者様（中居様）の話の聞き役になっているので疲れるし、食べ物を勧められて困っているとのこと。この事をナイトスタッフに相談したくても、他利用者様が自分の側にいるので話しを切り出すタイミングを逃してしまい相談出来ないでいると話していた。しかし、この事はスタッフも知っている事なので、早急にどうにかして欲しい事ではないとの事。次回訪問の際に仮の支援計画を持参し一緒に確認しながら作成していくことを確認している。

・松川　順子様～5/8(火)青南病院受診後、来所される。小遣い帳を確認すると、食費・入浴代・消耗品購入で月4万円程度使用している。貯金通帳を確認すると約30万円貯金が残っている為、まだ生活保護を申請しなくても大丈夫なことを本人へ伝えている。生活面で困っていることはないか確認すると、「朝起きれなくてデイケアを遅刻している」と話す。一度起きてから布団でしばらく過ごすうちに二度寝をすると話す為、一度目が覚めたら、いつまでも布団に入っていないで着替えや洗顔などするようアドバイスしている。

・高柳　和子様～5/9(水)定期訪問実施。ゴールデンウィーク後半は、天気が悪かったのでどこにも出掛けず、雨がひどく降っている時は怖かったと話している。他人と自分を比べてしまい落ち込むことがあると話している為、あまり考え過ぎないようにしてみてはどうか助言している。前回訪問時に携帯電話での写真の撮り方をやってみたが、その後自分で撮ることは無かったそうなので、再度写真を撮ってみる。レンジの温め機能についても、スタッフと一緒にやってみている。以前温まったラップをはがす際に蒸気で火傷した事があり慎重だったが、レンジの回転皿ごと取り出すことで安心した様子。食事について、食べてみたい料理作りにチャレンジしているようなので、分からない事や聞きたい事がある時は青明舎を活用するよう話し終了する。

・長瀬紘一郎様～5/10(木)家事援助サービスを提供しているオードリーより、デイナイトケアの食事サービスについて問い合わせあり。①デイナイトケアの食事提供事業所が変わり、今までと違い刻み食の対応が提供できなくなったこと②提供された普通食を本人が刻み刻み食を作っていること③本人より、食事の準備で疲れると話があり、デイナイトケアスタッフから、毎日作る事が大変な場合、時々は購入してみる事や1度の準備で2回分の作り置きをするなどのアドバイスをしていることを青明舎スタッフより情報提供している。ヘルパーと一緒に食事を作ることも可能であるとオードリーより説明を受けた為、今後、本人の意見を確認しながら関係機関で検討していく予定としている。

・我満奈津紀様～5/12(土)定期訪問実施。娘の通学先の根城中学校から免除通知が届いたと話し、文書をスタッフに見せている。先月末には、娘と共に市役所の生活福祉課主催の勉強会に出席したとのこと。娘も自ら質問をしており、感触は良さそうだったと話している。

・東海林康之様～5/13(日)定期訪問実施。前回訪問時にスタッフと話し合った飲み物の購入金額の把握について振り返り確認すると3月で約7,300円程を飲み物代として使っていたが4月は3,700円程であったとのこと。ジュースを飲む事が多かったがウーロン茶に変わってきている。最近始めた絵画の通信教育の1ヶ月の受講料金と同じくらいの金額が節約出来ていることを話す。通信教育の進捗状況について聞くと、時間を忘れて課題に打ち込むことがあり自分では充実していると感じているとの事。疲れすぎて眠れないということは無いと話している。

・其田　淑子様～お金が無くなった様子で、5/13(日)は淡路様の付き添いでお兄様の所に行き、小遣いを4,000円頂いてきたとの事。帰りは、なかうで290円の牛丼を食べ、よこまちスーパーで買い物をしてタクシーで帰ってきたとも話している。

・種本　サハ様～上下入れ歯が出来上がっている。あわない部分があれば次回の受診で削ってもらう為、それまで入れ歯を外さないよう声掛けしていく。

＜外来情報＞

・植村　廣隆様～車の免許更新をしたいと話している。更新しても10月までは運転を控える事と伝えている。

・繁名　和恵様～ハロマンス施行している。

